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神戸層群における地すべりに関する研究

第 1報地すべりの分布と地質について

後藤定年・石田陽博

Studies on Landslides in Kobe Group 

1. On the Distribution and Geology of Landslides 

S ada t osh i GOTO and Y己haku ISHIDA 

1 .樟 言

兵産県下の地すべりは，現在で総面積 4，000ha， 約

180個所におよび¥集・散落人家，耕地，林地など各所

に地すべり被害が発生している。 1) 兵産車下におけるこ

れらの地すべりは但馬地方の破砕帯地すべりと，北神地

方および淡路島地方の第三紀層地すべりに大別すること

カfて込きる。

六甲出系の北背に展開する，いわゆる三富盆地曹に

は「神戸層群j とよばれる第三紀中新世の地層が広く分

布しむ， 3
1

ここにおいて辻多くの地すべりが発生し，農地

に大きな災害を与えている。 7)持) 'li 

また影Eの議査によると， 1965年 9月の台f武23-25号，

1966年 6-7月の集中豪雨などに量タ響きれ，きらに地す

べり被害面積および個所数が増加していることか認めら

れ，年々新しい地すべりによる被害が報告きれている 4) 

本研究においては，これまで地すべりによる被害の多

い大沢，吉JII，淡河地区の泣か八多麗1，長岩111，三木$，

美嚢郡，加東郡，神戸市北部および西部を含む地域の神

戸層群における地すべりの実態を明らかにし，地質に関

する考察を加え，地すべりによる災害坊止対策の確立を

図ろうとするものである。

表-1 神戸!層群における地すべり

地すべり地名
河 )11 

言i き妻
I也 質 f蔚 考

義人 町 村 字 (ha ) 

神戸市共産医長尾町上浬 長昌)11深山谷 18. 5 吉)11累暑 中粒砂岩一砂雲泥岩
H 11 11 岩谷 11 _奥真谷 16. 0 I! 約 100年前より溝動

月 1/ 八多町酉酒 大沢)11住吉谷 34.3 1/ 毎年滑動，議灰質泥岩
1/ 11 11 賢一}員 j表河)11事長11'可 19. 4 1/ 粗粒砂岩一泥岩 3地点
1/ 1/ " 深谷 !大沢)11的場 15.1 1/ 頂部に細説砂告露頭

" 1/ " 櫛谷 八多)11栂谷 7. 5 有野累宥 1966年被害発生 2地点
11 11 大沢釘神付 大沢111最上流 75.0 11 1938年より被害増加
1/ 11 11 上大沢 If 上大沢 138.0 吉川累者 1938年より被害増加
/1 11 11 善入 11 善入 68.0 H 上大沢被害地と地続き
I! /J 11 中大沢 1/ 中大沢 116.0 11 砂岩一泥岩，長嬬降雨に弱い

" " " E西!京 " B西原 134.4 H れき岩，含れき砂岩，1尼岩
11 " " 呂栗主主 11 密粟谷 41. 0 11 1938年より被害増加
H 1/ " 市!京 月 市原 95.0 1/ 田葉谷被害地と地続き
11 " 11 薬 吉川1)11纂 58.0 11 一宮E市原と地続き. 2地点
11 11 淡河罫I上淡河 淡河川北山外 100.2 11 1887年大移動 5地点

" 11 1/ 上出 淡河JlI諌)11 12.3 11 1946年急場落，淡河断層端
If " 1/ 石切 1/ 五切出 17.3 淡i可累暑 斜面法尻にほ一中位段丘層
11 11 11 憎悪 僧尾)11全域 348.0 /1 南北僧尾地区の全域に発生
fI 1/ " 神影 淡河JlI神影 15.0 吉川l累署 1968年滑動中

加東部 東条軒天神 東条)11ギギ谷 24.4 11 梅雨期，台成期に発生

美嚢郡 吉川町稲田 吉町 )11稲田 21. 1 " 頂部f頃斜大 (40
0

) ，i.尼岩
11 11 金会 11 金会 35. 5 11 傾斜大，下部議灰質粘土
fI 11 福吉 1/ 福吉 20. 4 1/ i疑!頁岩，砂岩，泥岩，断濯
11 11 毘沙問 11 毘沙門 29. 1 11 砂岩，れき岩，凝灰岩
/1 

" 市之i事長 11 市之瀬 39.4 1/ れき岩，細事立砂岩，議J:疋岩
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地すべり地名
河 JlI 

面 手責
fせ1 質 イ藷 考

子主 都， 窮 村， 字 ( ha ) 

美嚢郡 吉川IDJJ東田 吉川JlI東田 35.0 吉川累署 法尻30:上端護灰岩

" " 楠原 " 楠罪、 25. 0 " 左岸成層稜灰岩， 1955年発生

" I! 豊調 H 豊潤 26.8 " 支流合流点の上流

I! H 南豊罵 11 南豊湾 11. 9 1/ 疑茨岩，砂岩，混岩， 1951 
I! H 南水上 11 南水上 75.6 11 1945年発生 1967年拡大

11 月 北水上 11 北水上 14.9 " 1953年発生誕灰岩，砂岩
11 " 輿谷 " 奥谷 43. 7 " 法尻急斜面，含れき砂岩
11 " 吉安上 H 吉安上 48.5 I! 話}頁岩，含れき砂岩
I! I! 吉安下 H 吉安下 17.6 H 1945年被害発生
H H 大沢 " 大沢 37. 7 " 粘土，れき岩，成層議灰岩

I! " 大畑 H 大畑 27.2 1/ 1945年 -1951年被害発生
I! " 鍛治墨 " 鍛治屋 13. 7 " 約 5年周期で水回変形

H " 賛i朝 " 貸j朝 27.2 " 1945年 -1951年連続被害発生
11 11 渡 瀬 11 渡瀬 14.6 11 1945年被害発生

J1 J1 出土 H 出上 10.0 " 水田粘質壌土
H " 長谷 11 長谷 35.2 " 1952年被害発生

" If 上松 " 上松 38.8 淡河累層 1947-1952年水田変形

H 11 富谷 11 富谷 17.9 吉JlI累層 1946年被害発生
H " 法光寺 " 法光寺 9.9 11 1948-1958年水田変形

" " 湯谷 " 湯谷 40.9 " J疑灰質粗粒砂岩，偽屠多し
H " 茜奥書 11 西奥京 18.4 " 1953年被害発生

" H 薪田 " 北谷川 10. 7 1/ 

" " 上荒川 " 上荒JlI 18. 9 1/ 砂岩， 1:疑灰岩

" " 泡枝 " 知枝 18.9 H ベントナイト化説灰岩

H 1/ 福井 11 福井 22. 7 " 1951年被害発生

" 月 富岡 " 富岡 51. 0 11 ベントナイト化説灰質泥岩

11 " 蔀回 " 蔀回 20.3 11 高北稜線西側ふ断層谷

11 11 上中 11 北谷川 28.7 " 含れき砂岩，泥岩， (:疑灰岩

" H 古川 If 北谷川 29.2 If 議灰岩薄着

11 11 実楽 " 実楽 11.7 If 1945年被害発生

" " 古市 " 吉市 22.3 " 近年一時静止状態

" " 有安 11 有安 15.0 " 移動量 0.5-2.0m/年

三木市口吉川町 久次 美嚢)11西山 35.0 淡河累層 1955年被害発生

H 11 吉祥寺，呈脇 H 谷 10.0 吉)11累層 経粒砂岩， (.疑灰岩，泥岩

" " 大畠，善祥寺 " 西谷 43.0 淡河累層 1949年被害発生

" " 本長 " 長尾谷 26.0 " 1945年被害発生

" 
1/ 殿畑，笹原 1/ 青山 42.0 11 山地部法尻に粘土噴出

H " 高畑 11 山角 11.0 11 1953， 1956年被害発生

" /1 保木 H イルスミ 10.0 H れき岩， i疑灰質砂岩
1/ " 持原 " 北山 9.6 " 議灰賞砂岩，凝灰費泥岩

" " 東 If ユルベ谷 6.0 11 1953， 1957年被害発生

" " 馬場，蓮花寺 I! 畑垣内 10.0 " 1950年被害発生，水田変形
H " 東中 " 中ノヲサ 18.0 11 1956年渚動大，法尻崖

" H 酉中，桃坂 11 坂の脇 20.0 " 1945年被害発生
H 縄問町大二谷 11 大二谷 9.9 H ベントナイト化泥岩
11 H 小二谷 " 瑞穂 11.2 11 継続的地すべり

" 11 下 宿 H 中里 13.0 11 二津田累層 J疑灰質砂岩年'.水泥岩互層状態
11 " 入野 11 入野 11.5 11 1951-1958 田変形

" " 戸 田 志染JlI十郎 24.0 二津田累屠 泥岩優勢，下部に縫灰岩
11 N 戸 田 " 入寺市 19.0 11 石英粗面岩不整合語南傾

神戸市須磨亙白川町大池谷 {予JlI 白川 10.0 藍那累層，白)11累層 J疑夜質砂岩，議灰糞j尼岩
刃

" 本谷通 I 伊)11 白JlI 20.5 11 11 曜夜質砂岩，議灰質泥岩

" "多井畑町上穂JlI福毘)11上穂JII 11. 0 多井娼累層，白JlI累層 1936年溝動大，断屠

" " JI 南所}II 谷川多井畑JlI 6.0 " " J疑灰岩優勢，多井彊断署

" " 車町大道 妙法寺JlI 10.0 吉川累!言 高取出断暑の北に沿う
11 "妙法寺町池の中 11 8.0 n 

" 11 
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II.地すベり分布について

淡路地区を除く神戸層群における地すべりは表 1に示

すように総面積詰約 2，700ha，約80個所であって，そ

の分布状態は図 1に示すとおりである。この地区におけ

る地すべりはおもに淡河JlI北岸と吉JlIJlI両岸に密集分布

い現在もなお継続的な徴動をしている所もある。

111.地区別の地すべりについて

1 .神戸市兵庫室長尾町の地すべり

長墨田7の地すべり地はわずかに 2地点で被害面積も比

較的小きい。岩谷地区の地すべりは吉)11111の上流に{立蓋

し，吉川累層上部層と吉川累署下部層との境界付近iニ生

じている。また上申也区の地すべりは長是JlIの支流上流

に位置し，古川累層下部層付近に発生している。

このように長是軒において地すべりが少をい理由は，

まだ需析が謹んでいなしミため地形的に{頃季初緩やかて地

表部に比較的安定な砂土，都壌土などの割P質土壌か芯〈

分布しているお)ことなどにあると考えられる。

2.梓戸市兵庫室八多町の地すべり

町内の大部分は武庫川支流の入多JlIの流域に属してい

るが，西端のー蔀は淡河J11の流域であり，西:畑地区は大

沢JlIの流域に麗している。この地区のはほ中央を藤原山

曲析カf北西一南東に延びており，きらに昇嵐と柳谷の構

では東西方向に決河断層が有馬層群と神戸層群を車北に

区分し，地質的にかなり複雑で、ある。

八多量7の地すべりは 7.t也点で，古第3紀の有馬署群に

は地すべりが発生していない。

八多町の代表的地すべり被害地である西畑地区の地す

べりは面積がやや大きし吉川累層下部層付近で災害を

うけているo この地区で1968年採取したボーリングコア

による11)地費柱状留は図2の(a)-(b)のとおりである。こ

れによると地表より深き 4-5臨まて球主土層が占め， 4 

-17mの聞には泥岩，凝灰岩，砂質泥岩，硲P質疑灰岩，

あるいは風化砂岩などが，また17m以下の深部には泥岩

とけっ岩が互暑状態で成署している。これらの岩暑の中

深き 4-8mにある泥岩は小れきを含み，き裂も多く，

若賀も軟弱であるから，地すべり誘茜の 1因子をなすも

のと考えられる。

次に1967年災害を受けた櫛谷地区の 2地点の池すべり

は有野累屠において，淡河断層に拾って生じている。こ

の地区の地質柱状図を図 2(c)-(d)に示したが16)地暑は衝

上断層による翻李の景簿を受けており，特に深き 4-

8.5mの粘土暑の N~査かソj、きし風化けつ岩の上部が地

すべりの誘罰をなしているものと考えられる。

132 

昇思地互の 3地点および深谷地区の 1.t虫去の地すべり

は吉JII累層下部署に分布しているが，討議地区のうち 1

1也煮の地すべりは淡河断層に拾って発生している。

なお八多}刊誌域において地すべりの少ない理由は，長

島 11と同様にまだ需折カミ進んでいないf時半の緩やかな地

影と比梯守安定な弱覆土壌が広範囲に分布していること

にあるものと考えられる。

丸神戸市兵庫区大沢町の地すべり

この地区の大部分は美嚢JlI支流大沢JlIの流域に，茜部

善入1也区の一部は長尾JlI支流の善入JlI流域に属している。

善入JII沿岸にはちゅう積層が分布しているが，この流域

には地すべりが発生していない。

大沢町の地すべり被害地は水田として利用きれている

所が多く，各所に地すべりの跡を認めることができる。

地すべり地は 9地点で，被害面積も大きしいずれも

藤東山由析の北西端に分布している。

大沢町で採取したボーリングコアによるザ)10)12)13池質

柱状図は図 2(e)-(i)のとおりである。これによ G といず

れの地区においても地表より深き 3-9mまてす占土，砂

混り粘土， ii更粘土，風イ技占土，粘土質ロームなどがおお

っている。市東地区において結土層より深い部分はけっ

岩，硬けつ岩，砂岩，粗粒砂岩，硲噴けつ岩，れき雲砂

岩などがB言状態で成層している。

善入，中大沢，上大沢，日西原の地すべり地も接続し

ており，吉JlI累屠下苦5層仁志〈分布している。善入地区

において粘土層より深い部分は主として泥岩が占め，そ

の揮にれき岩と縮，中，粗粒の昭P岩が互層をなし，一部

亜炭をはきむ地点もある。なお善入地区と市原、地区の地

層は西方へ 5-10度傾斜し天拘岩は不動地となっている。

また中大沢地匿において粘土層より深い部分は詑費，

綴天質などの砂岩と議庚費泥岩とが互層をなしー部分粘

土層をはきんでいる。

なお神付における地すべりは有野累暑に発生している。

大沢町の地すべりは主として吉川|累層の中部において砕

せつ岩からt癒天質岩へ移行する部位にあり，この苦闘立の比

較的厚い青緑邑シルト質の泥岩層の風化に誘因がある。

なお地層は←般に連続性に乏ししブロック化している。

地表部の粘土屠はベントナイト化し事き大きしまた粘

土屠下部の泥岩， i掲頁岩，けつ岩などの強度は小さい。

これが地すべりの重要な東西をなしているが，地すべり

の深きは比較的浅く 5-7mの範囲にある。

4. 神戸市兵産区~~可町の地すべ句

11fT内の全亙域が美嚢111支流淡河J11ときらにその支流で

ある憎尾川の流域に属している。淡河軒勝島也豆と鳴JlI

地匿の聞には東富に淡河断暑が通り，害馬層群と神戸層
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群を南北に区分している。きらに淡河JlI→曽尾JIIに沿っ

て勝星一淡河一南僧昌一北僧尾の間にも断層があり，こ

の断層は途中で分岐し石切山を囲むように三角状に西方

へのびている。

地すべり地は12地点で1地区に 2-5地点の地すべり

を生じている所もあり被害蘭責も大きいが，淡河断層の

南側にi立地すべりが発生していない。石切山，南僧尾，

北署是の 3地区の地すづり地は断層に沿って分布しており，

甫憎尾，北僧尾両地lRの地すべり地は互いに擁接してい

て詞地互のほとんど全域をおおっている。きらに石切山，

南増尾，北f曽尾の地すべりは淡河累署，吉川l累層上部層，

吉川累署下部層またはそれらの境界付近に生じているこ

とが認められる。浦JlI地区の地すべり地は，断暑の西端

に位童し，吉川累暑上部層，吉)1]累署下部層などに分布

し，地すべりの主な誘因か新暑による破砕にあることも

考えられる。なおこれに瞬接する有定池の地すべりは吉

JI]累暑上部層に発生している。

行原一山平桝土，北'畑，東煩，石峰寺，竹林寺，神影，

中山，神田，野瀬など 8地点の地すべりは主として吉)11

累層下部層付近に分布している。

淡河町で採取したボーリンクやコアによる14)民地質柱状

図法図 2(j)-的に示すとおりである。これによると地表

より深き3.5-8.0mまでは粘土が多し粘土暑の下部

は議灰質泥岩，i;提灰費慰F岩，泥質凋天岩，れき費砂岩，

泥岩などが窃盲をなしている。この地区における土壌は

一殻に粘土分多く，降雨などにより含水量か増加する場

合には著しくせん断抵抗力料丘下し，安定を失うように

なるが，この下{立にある泥岩， (，疑灰質硲唱の強度は低く，

地すべり発生の 1!E/子をなしているものと考えられる。

5.加東郡東条町の地すべり

東条町は美嚢郡吉J1]町の北西辺に位霊し，天神-岩屋付

近においては，吉川累層上部暑が丘覆部に，丘陵部と東

条JII沿岸のちゅう積層との関に低一中f立段丘署が分布し

ている。

東条町において地すべりが発生しているの詰天神ー岩

屋間の l地主で規撲も比較的小きく，吉JlI累層上部層付

近に生じている。これは吉川累層上部暑の比較的浅い所

に存在する軟賓の樹天質詑岩の風化に主な誘因があるも

のと考えられる。

6.美嚢郡吉川町の地すべ丹

町内の全区域が美嚢)11支流吉JlIJlIときらにその支流の

流域に屠してちりー殻に関軒が進行している。吉川町の

丘陵吉i立也表の粘土層の深きは大きくべントナイト化して

おり，吉JlIJlIの支流では鵠層や小断墨のあることか認め

られる。
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地すべり地は30地主で被害総面積は最も大きし約

1，000haに達している。 30地点の地すべりにおいては

2地区以上が隣接している場合もあり，いずれも吉川累

層上部署，吉川累屠下苦闘言およびこれらの境界付近に分

布している。この地区においては吉川累層上・下部層に

成層する凝灰質泥岩の是正化が地すべり発生の主な誘毘を

なしているものと考えられる。

地すべりはこの地域の北部を占める大阪層群および高

位段丘層地域には発生していない。

7.三木市東部の抱すべり

三木市東部の中，北部の口吉川町と細川町の 1部は美

嚢JIjの流域に，細川田Iの高部は美嚢JII支流の志染JlI流域

に属している。

地すべり地は12地点で総面積は300haを越えている。ロ

吉川町における久次・様・笹原・殿畑・樗原・中・桃坂

などの地すべり地は互に接している。さらに善祥寺・西

谷・石上山などの地すべり地も一司となっている。この

ほか蓮花寺・東・大塚谷などの地豆も加え 7地点の地

すべ引まし、ずれも淡河累層に分布し，淡河累層における

部天質砂岩ないし泥岩の風化作用が地すべり発生め主因

をなしているものと考えられる。

このほか細川町における大二谷，小二谷地区の地すべ

り地は相接しているが，入野・下南を加え 3地点の地す

べりも淡河累層に発生している。きらに入野地区の地す

べりは淡河町僧是地区に接し，いずれも淡河累暑の暗緑

色の窃天質泥岩の風化作用により生じたものと考えられ

る。

紹J1I町の戸田における入寺市の地すべりは断層の南端

に位置し，斬層による破砕作用によるものと考えられる

が，十郎の地すべりは三j章司累屠と淡河累屠との境界付

近に発生している。

なお，大薮暑群においては地すべりは発生していない。

8.神戸市西部の地すべり

神戸市西部のうち，自JlI町は伊J11支流の自JlI流域に属

しており，地すべりは白JlI累層上部層，藍那累層などの

境界付近に生じている。

車町および妙法寺町の地すべりま出或はいずれも妙法寺

JI!の流域に掃し，地すべりは東西方向にのびる高取山新

暑の北側に{立重し，白JlI累層上・下部層の境界付近に分

布しているが，地すべりの原因は議灰賓砂岩ないし泥岩

の展化によるものと考えられる。

多井畑町の北部は福田JlI支流の流域に屠し，高部は塩

屋谷川支流の流域に含まれている。多井'畑町の地すべり

のうち，上穂JII地区のものは多井畑断層上にあり，南所

JlI地区のものは多井畑断屠と塩屋請を上軒屠の間に{立置し
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ていて，いずれも白J11累層下部層と多井畑累層との境界

付近に発生している。

神戸市西部の地すべり辻おもに多井堀累層，白111累唇

E部層， 藍郡累!唇吾などの似j凝疑癒f灰夫巽砂岩ないし泥若の}附武剣{ヒに

よtり札)人.

と考考.えらtれ工る O

N. 擁 要

本語牙究においては，淡路島地域を除き神〆冒群におけ

る地すべりのラ軒先ー状態を明らかにするとともに，地質的

考察を加え次のような結果を得た。

1 )兵庫県下の第三紀中新世の神戸層群には地すべりが

広く分布している。

2 )神戸層群における地すべりは約 2，700 ha ， 80f同所

に達している。

3 )長尾J11および八多)11t走域においてはこれによる間析

が少なしまた比較的安定な砂土，砂壌土などの砂質

土壌が発達しているため，地すべりの発生が少ない

4 )地すべりの誘因は主として説灰質砂岩ないし泥岩の

!昆{とにあるものと考えられる O

5)地すべりはしばLi.:f'漸!前腕苧帯地域i二発生している。

本研究に対して，兵嘩県農林部耕地課，神戸土地改良

出張所，同土木部砂防課より貫重な資料の提供を受けた

ことに深甚な謝意を表する。

{農業土木学講座昭和43.8 . 31受理)
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Summary 

Results of studies on the distribution and the geology of landslides in the Kobeξroup， excepting tho忌e

in the Awaji island， are as follows: 

日 Landslides are widely distributed over the Kube group， the Tertiary system of H子QgoPrefecture. 

2) The area of landslides in the Kube group amounts to about 2.7'∞ha at 80 places. 

3) Landslides of Kube group hardly occur in the Nagao and the Hata river basin， because of the de-

velopment of such stable sandy soils as sand and sandy loam. 
4) 1t is thought that one of main reasons of landslides is due to the weathering of mudstones. 

5) Landslides occur often on fracture zones of faults. 
(Lahoratory of Agricultural Engineering， Received Aug. 31. 1968) 
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